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編集／議会広報特別委員会　発行／えびの市議会

えびの 第125号
令和２年7月20日

みんなで築いた 50 年　次に進もう新時代

市市市議議議会会会
だだだよよよりりり

9月定例会は

9月1日
開会予定
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6 月定例会概要
令和2年6月定例会は、6月5日から6月19日までの15日間開催し、報告2件、議案13件、

議員提出議案1件、委員会提出意見書案1件を審議しました。主な議案等を報告します。

【�えびの市使用料及び手数料条
例の一部改正について】
個人番号を通知する通知カー
ドが廃止されたことから通知
カードに係る手数料を削るため
改正するものです。

【�えびの市体育館条例の一部
改正について】

飯野駅前地区体育館多目的室
に冷暖房機を設置することに
伴い、使用料が発生するため
改正するものです。

【�令和2年度えびの市一般会計
予算の補正（第8号）について】

◇ポイント◇
・�低所得のひとり親への支援と
して
　�ひとり親世帯臨時特別給付
金事業　　   24,033千円

・�新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、売上が減少した市内
商工業事業者への支援として
  　事業者応援給付金事業費

40,650 千円
 �応援消費プレミアム付商品券
　発行事業費  28,800 千円

・�児童生徒一人一台端末環境整
備として
　  学校教材備品購入費

64,163千円

【�えびの市重度心身障害者医
療費助成に関する条例の一
部改正について】

医療機関における外来の助成
方式を現物支給に変更すること
により手続や経済的負担の軽減
を図るため改正するものです。

【�令和2年度えびの市一般会計
予算の補正（第6号）について】

◇ポイント◇
・�新型コロナウイルス感染症
対策に伴い議会費を減額す
るものです。
　旅費及び政務活動費交付金

▲4,072千円

【�えびの市国民健康保険条例
の一部改正について】

新型コロナウイルス感染症対
策として、労働者が感染した
場合に、国民健康保険の被保
険者に傷病手当金の支給を行
うため改正するものです。

【�令和2年度えびの市一般会計
予算の補正（第7号）について】

◇ポイント◇
・�保育園の施設整備及び上江小学
校児童クラブ施設整備として
　保育所施設整備事業補助金

95,921千円

・�永山運動公園整備に伴う土
地購入費として
　  永山運動公園整備事業

85,114千円

・�消防団詰所建て替えに伴うも
の消防施設整備支弁金

3,000千円

建て替え予定の消防詰所

永山運動公園

建設中の上江保育所飯野駅前地区体育館
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4 月・5月臨時会概要
令和2年4月臨時会は4月30日の1日間で、報告6件、議案2件を審議しました。また、5月臨

時会は5月25日の1日間で、報告4件、議案1件を審議しました。主な議案等を報告します。

【�令和2年度えびの市一般会計予算の補正
（第2号）について】

◇ポイント◇
・�新型コロナウイルス感染症対策として、
生活支援及び消費喚起による市内商工業
者支援として、市民に商品券を交付する
ものです。

　えびの市生活支援・消費喚起対策商品券
　交付金　　　　　　　　201,507千円

・�新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、市内畜産事業体への経営負担の軽減
措置及び畜産物の消費喚起の推進を図る
ものです。

　肥育牛出荷流通円滑化緊急特別対策事業
4,200 千円

　畜産物消費喚起対策事業
3,220 千円

【�令和2年度えびの市一般会計予算の補正
（第5号）について】

・�新型コロナウイルス感染症の影響により
経済的に影響を受けているひとり親世帯
に対し、児童一人につき 1万円の給付金
を支給するものです。
　ひとり親世帯応援給付金

3,375千円

・�新型コロナウイルス感染症対策に係る保
護者の負担軽減を図るため小・中学校の
児童・生徒の保護者への支援として、学
校給食費を補助するものです。
　学校給食負担軽減補助金

22,949千円

5 月臨時会4 月臨時会

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置
の
報
告

　

え
び
の
市
議
会
で
は
、更
な
る
議
会
改
革
に
取
り
組
み
、

議
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
目
的
の
た
め
、
６
月
定
例
会

最
終
日
の
６
月
19
日
に
、
全
会
一
致
に
よ
り
議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
事
項
や
委
員
会
の
構
成
等
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
名
称　

　
　
　

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

◇
調
査
事
項　

　
　
　

①
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

②
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ
と
。

◇
委
員
会
構
成

　
　
　

委
員
長　
　

栗
下
政
雄
議
員

　
　
　

副
委
員
長　

田
口
正
英
議
員

　
　
　

委　

員　
　

吉
留
優
二
議
員
・
金
田
輝
子
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
義
彦
議
員
・
遠
目
塚
文
美
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

小
東
和
文
議
員
・
西
原
政
文
議
員

◇
調
査
期
間

　
　
　

令
和
３
年
３
月
定
例
会
終
了
ま
で
。

　
　
　

な
お
閉
会
中
も
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
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議
案
第
34
号　

え
び
の
市
監
査
委
員
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

今
回
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

旧
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
２
に
お
い

て
職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
る
も
の
が
、
第
２
４
３
条
の
２
の
２
に

条
項
の
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、
当
市
の
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
39
号　

え
び
の
市
体
育
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

飯
野
駅
前
地
区
体
育
館
多
目
的
室
の
冷

暖
房
機
設
置
に
伴
い
、
一
時
間
当
た
り
の

使
用
料
を
80
円
、
電
気
料
10
円
、
冷
暖
房

使
用
料
70
円
の
金
額
を
設
定
し
、
7
月
1

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

Q
要
望
が
あ
っ
て
設
置
さ
れ
た
が
、

何
基
導
入
し
た
の
か
。

A
１
基
で
あ
る
。

議
案
第
35
号　

え
び
の
市
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Q
通
知
カ
ー
ド
を
再
交
付
さ
れ
た

方
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
登
録
さ
れ
た
方
の
数
は
い
く
ら
か
。　

A
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
数
は

令
和
２
年
５
月
25
日
現
在
で

３
０
７
名
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

登
録
者
数
は
今
年
５
月
31
日
現
在
で

３
，７
４
９
名
で
あ
る
。
な
お
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
19
・
１
％
で

あ
る
。　Q

交
付
率
19
・
１
％
を
上
げ
る
た
め

の
啓
発
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
交
付
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
機
関
や
集
会
場
に
出
向
き
、

申
請
手
続
き
の
補
助
を
行
う
。　

Q
登
録
者
３
，７
４
９
名
の
う
ち
、

今
回
の
特
別
定
額
給
付
金
申
請

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
を
さ
れ
た
方

Q 

使
用
料
の
金
額
設
定
の
根
拠
は

何
か
。

A
条
例
の
備
考
に
記
載
が
あ
り
、

「
部
分
使
用
の
場
合
の
使
用
料

は
、
そ
の
占
有
面
積
に
応
じ
て
」
の
設
定

で
あ
る
。
電
気
料
、冷
暖
房
に
つ
い
て
は
、

上
江
、
真
幸
に
同
じ
く
集
会
室
が
あ
り
、

面
積
割
で
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
西
原
　
義
文

は
何
人
で
あ
っ
た
か
。

A
定
額
給
付
金
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
者
は
、
２
０
０
名
程
度
で

あ
る
。Q

通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
で
市
民
へ
の
不
都
合
は
生
じ

て
い
な
い
か
。

A
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
に
変
更
の

な
い
方
は
こ
れ
ま
で
通
り
使
用

で
き
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
、
苦
情
や
相

談
は
来
て
い
な
い
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
以
下
、
主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
抜
粋
し

て
報
告
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
６
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
以
下
、

主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま

す
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

報
告

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

報
告
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議
案
36
号　

え
び
の
市
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

Q
重
度
心
身
障
が
い
者
の
対
象
者

内
訳
と
人
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。　

A
重
度
医
療
の
対
象
者
は
、
身
体

障
が
い
者
手
帳
の
１
級
・
２
級

の
方
及
び
療
育
手
帳
Ａ
の
方
並
び
に
身
体

障
が
い
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
B1
の
両

方
を
持
っ
て
い
る
方
で
あ
り
、
対
象
者
は

６
０
７
人
で
あ
る
。

Q
現
物
支
給
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

A
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
の
窓
口
で

全
額
を
立
替
え
支
払
い
し
て
い

た
の
が
、
窓
口
で
の
５
０
０
円
負
担
で
済

む
こ
と
に
な
る
。

Q
ど
の
よ
う
な
形
で
法
改
正
の
内

容
を
市
民
に
周
知
す
る
の
か
。

A
文
書
で
の
通
知
と
広
報
で
知
ら

せ
る
こ
と
と
し
、
特
に
視
覚
障

が
い
者
の
方
に
は
、
支
援
団
体
を
通
し
て

周
知
す
る
。

議
案
37
号　

え
び
の
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

Q
今
回
の
条
例
改
正
は
、
会
社
に

勤
務
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
の
み
が
対
象
で
あ
る
の

か
。A

今
回
の
対
象
は
、
事
業
所
と
雇

用
関
係
が
成
立
し
て
い
る
就
労

者
の
み
で
あ
る
。

Q
市
が
支
給
し
た
金
額
は
被
保
険

者
を
雇
用
す
る
事
業
所
か
ら
改

め
て
徴
収
す
る
の
か
。

A
支
給
し
た
傷
病
手
当
は
事
業
者

か
ら
後
で
徴
収
す
る
。

Q
条
例
の
附
則
で
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
と
あ
る
が
、
公
布
の

予
定
は
い
つ
か
。

A
公
布
日
は
、
議
会
議
決
後
、
概

ね
１
週
間
後
で
あ
る
。

Q
事
業
主
に
は
別
途
に
助
成
金
等

が
あ
る
と
理
解
し
て
良
い
の
か
。

A
事
業
主
に
対
し
て
は
国
か
ら
経

済
緊
急
対
策
の
支
援
が
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

Q
対
象
者
の
判
断
基
準
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
で
あ
っ
て

も
、
医
師
が
申
請
の
証
明
を
し

た
場
合
、
又
は
風
邪
症
状
や
発
熱
が
続
い

て
い
る
等
を
事
業
主
が
確
認
し
た
場
合
は

支
給
対
象
と
な
る
。

Q
対
象
事
業
所
へ
の
周
知
と
数
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
数
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
が
、
広

報
等
で
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
周
知
し
て
数

の
把
握
に
も
努
め
る
。

議
案
第
42
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

傷
病
手
当
金
１
，
１
４
３
千
円

の
算
出
根
拠
は
。

A
今
回
の
計
上
額
の
計
算
は
、
県

の
最
低
賃
金
の
時
給
７
９
０
円

に
、
一
日
当
り
労
働
時
間
７
時
間
と
対
象

期
間
31
日
を
乗
じ
た
金
額
の
３
分
の
２
相

当
額
に
、
対
象
者
10
人
を
乗
じ
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
中
山
　
義
彦

令和２年度議会報告会を中止します

　市議会では、７月 30 日と 31日に令和２年度議会報
告会を開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、中止することとなりました。
　今後の予定については、状況を見ながら検討します。
ご理解をよろしくお願いします。
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①
議
案
第
40
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
６
号
）
に
つ

い
て

【
議
会
費
】　　
　
　

 

▲
４
，０
７
２
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
伴

い
、
政
務
活
動
費
交
付
金
の
後
期
分
及
び

旅
費
に
つ
い
て
、
４
０
７
万
２
千
円
の
減

額
を
行
う
も
の
で
す
。

②
議
案
第
41
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
７
号
）
に
つ

い
て

【
総
務
費
】　

市
有
林
管
理
費　
　
　

 

１
，２
７
６
万
円

Q
分
収
林
の
立
木
売
払
収
入
１
、

２
７
６
万
円
の
詳
細
に
つ
い
て
。

A
今
回
伐
採
す
る
の
は
杉
の
木
が

52
年
生
・
57
年
生
、
ヒ
ノ
キ
が

52
年
生
・
57
年
生
。
㎥
（
り
ゅ
う
べ
い
）

単
価
は
杉
が
１
１
，２
７
７
円
、
ヒ
ノ
キ

は
９
，５
８
６
円
で
、
伐
採
・
搬
出
・
運

搬
の
経
費
を
除
い
た
㎥
単
価
は
、
杉
が
約

１
，８
０
０
円
、
ヒ
ノ
キ
が
約
２
，１
５
０

円
で
あ
る
。

Q
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
木
材
価
格
が
低
迷
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の
時
期
の
伐
採
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
採
算
ベ
ー
ス
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
今
回
指
名
競
争
入
札
し
て
１
番

高
か
っ
た
業
者
と
契
約
し
た
の

で
、
妥
当
な
価
格
に
な
っ
た
と
思
う
。
今

回
の
入
札
の
市
場
価
格
の
相
場
に
お
い
て

も
、
採
算
ベ
ー
ス
を
割
ら
な
い
額
で
の
買

取
を
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
伐

採
時
期
に
つ
い
て
は
、
昭
和
37
年
に
え
び

の
市
と
分
収
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
そ
の

契
約
の
中
で
の
伐
採
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
市
と
分
収
林
と
協
議
を
し
て
決
め
る

と
の
契
約
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
令

和
２
年
３
月
に
最
終
的
な
協
議
を
行
い
、

全
伐
を
す
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

市
場
価
格
が
安
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、

分
収
林
の
方
と
も
重
々
協
議
を
し
、
そ
の

中
で
通
常
市
の
搬
出
期
限
に
つ
い
て
は
、

３
年
で
持
ち
出
し
と
い
う
契
約
を
結
ん
で

い
る
が
、
今
回
事
情
を
考
慮
し
て
、
５
年

の
間
に
材
を
持
ち
出
す
と
い
う
通
知
を

行
っ
た
。

Q
今
回
の
伐
採
後
の
植
林
を
含
め
、

市
内
山
林
の
伐
採
後
の
再
造
林

の
現
状
等
に
つ
い
て
。 

A
今
回
伐
採
す
る
分
収
林
15
・
91 

ha
に
つ
い
て
は
、
全
伐
、
搬
出

が
完
了
し
た
ら
、
そ
の
部
分
ず
つ
市
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
伐
採
後
は

適
切
に
植
林
が
出
来
る
よ
う
な
形
で
、
契

約
相
手
と
調
整
を
し
て
い
る
。

　

現
場
に
つ
い
て
は
、
業
者
と
立
ち
合
い

を
し
て
、悪
い
所
が
あ
れ
ば
指
導
を
行
い
、

搬
出
が
完
了
し
た
後
も
確
実
に
立
ち
合
い

を
し
な
が
ら
確
認
を
し
て
い
る
の
で
、
え

び
の
の
市
有
林
に
お
い
て
は
適
切
な
管
理

を
し
て
い
る
。
市
内
の
民
有
林
に
つ
い
て

は
、
伐
採
届
が
市
に
提
出
さ
れ
る
の
で
、

市
と
し
て
も
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
く

よ
う
造
林
事
業
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
少

し
で
も
植
林
を
進
め
る
よ
う
に
努
力
は
し

て
い
る
が
、
個
人
負
担
が
発
生
す
る
こ
と

や
、
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

植
林
に
つ
い
て
は
、
植
林
さ
れ
た
方
が

造
林
を
し
ま
し
た
と
い
う
届
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
確
認
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
は
、
植
林
が
完
全
に
済
ん
だ
か

調
査
す
る
の
は
最
終
的
に
は
５
年
後
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
適
時
市
内
を
巡

回
し
、
伐
採
跡
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

【
総
務
費
】

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費　

２
５
０
万
円

Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
等
補

助
金
２
５
０
万
円
の
詳
細
に
つ

い
て
。A

今
回
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
、
西
川

北
の
菅
原
神
社
で
４
０
０
年
以
上
続
い
て

い
る
伝
統
行
事
「
牛
越
祭
」
等
に
使
用
す

る
た
め
の
音
響
機
器
を
整
備
す
る
。

Q
そ
の
他
の
地
域
で
も
郷
土
芸
能

が
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
助

成
事
業
の
申
請
を
す
れ
ば
対
象
と
な
る
の

か
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
議
案
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
抜
粋
し
て

報
告
し
ま
す
。

予
算
審
査

特
別
委
員
会

報
告
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A
申
請
内
容
を
審
査
し
た
う
え
で
、

県
に
申
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
民
生
費
】

児
童
福
祉
総
務
費　
　

１
億
４
５
５
万
円

Q
保
育
園
施
設
整
備
事
業
補
助
金

９
，５
９
２
万
１
千
円
の
う
ち
、

新
設
保
育
園
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
の
も
と
し
て
９
，

３
３
９
万
２
千
円
に
つ
い
て
、
今
回
の
補

助
を
受
け
る
予
定
の
法
人
名
を
は
じ
め
、

経
緯
と
詳
細
に
つ
い
て
。

A
法
人
は
社
会
福
祉
法
人
「
み
な

み
福
祉
会
」
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
補
助
金
交
付
に
関
す
る
事
前
協
議
を

県
と
行
っ
て
い
る
が
、
設
置
認
可
と
建
設

補
助
金
交
付
の
事
前
協
議
と
は
別
と
認
識

し
て
お
り
、
認
可
に
つ
い
て
は
現
在
未
定

で
あ
る
。

　

最
初
に
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
県
と
協

議
を
行
っ
た
の
は
平
成
31
年
３
月
27
日

で
、
そ
の
後
、
令
和
２
年
３
月
27
日
付
け

に
て
事
前
協
議
書
の
提
出
を
行
っ
た
。
こ

の
協
議
書
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
今
後
国

か
ら
の
内
示
を
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
施
工
計
画
に
つ
い
て
は
、
契
約
予
定

は
令
和
２
年
７
月
１
日
、
着
工
予
定
は
令

和
２
年
９
月
１
日
、
完
成
予
定
は
令
和
３

年
２
月
26
日
、
開
所
予
定
は
令
和
３
年
４

月
１
日
と
な
っ
て
お
り
、
定
員
に
つ
い
て

は
39
名
を
予
定
し
て
い
る
。

　

建
設
予
定
地
は
飯
野
地
区
と
な
っ
て
い

る
。
飯
野
地
区
に
お
い
て
は
、
市
内
の
人

口
の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
飯
野
地
区

の
保
育
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
保
育
所
は
現
在

２
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
飯
野
地
区
か
ら

他
の
地
区
へ
の
保
育
園
に
入
所
さ
れ
て
い

る
の
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日
現
在
で
28

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が

将
来
小
学
校
へ
上
が
る
際
、
小
学
校
区
と

別
の
校
区
の
保
育
園
に
行
く
こ
と
で
、
子

ど
も
や
保
護
者
に
つ
い
て
は
友
達
や
知
り

合
い
と
の
関
係
を
築
く
重
要
な
期
間
に
校

区
外
の
保
育
園
へ
の
入
所
が
あ
る
現
状
は

打
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
市
と
し
て
は
考

え
、
こ
う
い
っ
た
観
点
で
保
護
者
の
利
便

性
、
乳
幼
児
等
の
数
年
後
の
地
区
学
校
入

学
を
見
据
え
て
、
今
回
新
た
な
保
育
園
を

建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
課

題
を
取
り
除
き
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

Q
総
事
業
費
と
負
担
割
合
等
に
つ

い
て
。

A
総
事
業
費
は
補
助
対
象
外
と
な
る

外
構
工
事
等
を
含
め
て
１
億
２
，

７
１
３
万
６
千
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
補

助
事
業
対
象
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
の
負

担
割
合
は
国
が
10
分
の
５
．
５
、
市
が
４

分
の
１
で
あ
る
。
今
回
市
の
負
担
額
２
，

９
１
８
万
５
千
円
の
う
ち
、
２
，
７
７
０
万

円
を
市
債
と
し
て
起
債
と
な
る
。

【
衛
生
費
】　

地
域
医
療
対
策
事
業
費　
　
　
　

10
万
円

Q
地
域
医
療
に
つ
い
て
市
内
の
民

間
団
体
や
病
院
、
施
設
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
の
市
長
答

弁
と
併
せ
て
、
事
業
説
明
内
容
に
も
行
政

及
び
医
療
機
関
と
協
働
し
自
主
的
に
活
動

す
る
団
体
に
対
し
て
補
助
す
る
と
記
載
し

て
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
構
成
と
な
る
の

か
。A

今
回
の
想
定
し
て
い
る
団
体
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
県
外
も
し

く
は
県
内
の
医
療
機
関
等
で
従
事
さ
れ
て

い
る
え
び
の
市
出
身
の
医
療
従
事
者
、
医

師
等
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
も
地
元
の
医
師
の
方
と
は
毎
年
意

見
交
換
等
は
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。ま
た
、

市
内
に
は
住
ん
で
い
な
い
が
、
え
び
の
の

地
域
医
療
を
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
優
秀

な
方
々
も
お
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場

か
ら
も
議
論
を
し
て
、
え
び
の
市
の
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
え
び
の
市
の

地
域
医
療
に
提
案
、
提
言
を
し
て
い
き
た

い
と
の
趣
旨
で
の
活
動
と
な
る
。

【
土
木
費
】　

河
川
総
務
費　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

Q
鹿
児
島
県
伊
佐
市
・
湧
水
町
と

の
２
市
１
町
で
、
硫
黄
山
に
対

す
る
中
央
要
望
を
行
う
た
め
の
必
要
経
費

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
増
額
分
の
回

数
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
。

A
川
内
川
上
流
河
川
改
修
期
成
同

盟
会
で
、
硫
黄
山
が
噴
火
し
た

当
時
に
２
市
１
町
の
首
長
と
議
長
で
要
望

に
行
き
、
そ
の
後
、
川
内
川
上
流
の
一
般

的
な
要
望
も
兼
ね
て
１
回
行
っ
て
い
る
。

噴
火
後
、
２
年
間
経
っ
て
も
な
か
な
か
進

ま
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
２
市
１
町

の
協
議
で
今
年
改
め
て
要
望
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
本
年
度

要
望
を
行
う
予
定
と
し
た
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
か
ら
く
に
荘
跡
地
へ
の
施
設
を
早

く
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容

に
な
る
か
と
考
え
る
が
、
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
２
市
１
町
で
協
議
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
遠
目
塚
　
文
美
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小宮　寧子
議員

栗下　政雄
議員

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
支
援
を

　

演
習
場
内
に
柵
の
設
置
を
!!

　

質
問　

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
営
業
形

態
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

　

観
光
商
工
課
長　

県
で
は
、
飲
食
店
へ

の
営
業
形
態
移
行
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
市
の
中
小
企
業
職
場
改
善
補
助

金
や
小
規
模
事
業
者
持
続
化
支
援
補
助
金

は
、飲
食
店
に
限
ら
ず
補
助
対
象
と
な
る
。

商
工
会
と
連
携
し
周
知
を
図
り
、
事
業
者

の
環
境
整
備
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

質
問　

外
出
自
粛
に
よ
り
孤
立
し
て
い

る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
は
。

　

福
祉
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
図
り
、
安
否
確
認
や
健
康
状
態
の
把
握

に
努
め
る
。

　

質
問　

以
前
提
案
し
た
、
聴
覚
や
言
語

機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
の
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状

況
は
。

　

企
画
課
長　

現
在
契
約
準
備
中
で
、
年

　

質
問　

陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通
科
連
隊

え
び
の
駐
屯
地
設
置
年
月
日
は
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

え
び
の
駐
屯

地
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
56
年
12
月

20
日
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

設
置
さ
れ
た
当
初
の
隊
員
数
は
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

普
通
科
連
隊

を
中
心
に
約
９
５
０
名
配
置
さ
れ
て
い

た
。

　

質
問　

飯
野
地
区
片
馬
場
に
は
自
衛
隊

官
舎
４
階
建
て
５
棟
が
、
昭
和
57
年
８
月

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
入
居
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

現
在
自
衛
隊

官
舎
片
馬
場
自
治
会
に
は
87
世
帯
が
住
ん

で
い
る
。

　

質
問　

霧
島
演
習
場
内
に
獣
害
防
止
の

防
護
柵
の
設
置
の
要
望
は
出
来
な
い
の
か

伺
う
。

内
運
用
の
見
込
み
で
あ
り
、
県
内
で
は
延

岡
市
に
次
い
で
の
導
入
と
な
る
。

　

質
問　

高
齢
者
が
自
主
的
に
運
転
免
許

証
を
返
納
す
る
際
、
商
品
券
の
受
け
取
り

手
続
に
手
間
が
掛
か
る
と
の
声
が
あ
る
が
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

市
民
か
ら
の

声
を
受
け
、
商
工
会
等
と
改
善
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
く
。

　

市
長　

霧
島
演
習
場
使
用
協
定
書
に
は

平
成
29
年
度
11
月
に
高
さ
１
．
８
ｍ
の
防

護
柵
設
置
を
要
望
し
て
お
り
、
ま
だ
防
衛

省
か
ら
報
告
は
来
て
い
な
い
。

　

質
問　

霧
島
演
習
場
周
辺
の
農
家
は
秋

の
収
穫
が
心
配
で
あ
る
。
早
期
の
柵
設
置

を
お
願
い
す
る
。

　

市
長　

11
月
の
協
議
会
で
柵
設
置
を
強

く
要
望
す
る
。

NET119緊急通報システムの通報手順

霧島演習場

一 般 質 問
※
一
般
質
問
の
際
の
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
え
び
の
市
議
会
で
は
議
場
で
３
密
対
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
は
各
議
員
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て
い
ま
す
。
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西原　義文
議員

遠目塚　文美
議員

　

市
長
の
３
期
進
退
に
つ
い
て

　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
対
策
を
視
野
に
！

　

質
問　

市
長
任
期
は
当
初
公
約
で
三
期

を
目
途
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。
今
期
が
三

期
目
で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

　

市
長　

当
初
市
長
選
挙
の
時
、
任
期
は

長
期
政
権
で
は
な
く
、
三
期
程
度
が
望
ま

し
い
こ
と
で
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
っ

た
。
二
期
三
期
目
に
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
重

点
政
策
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
三

期
目
に
挑
戦
し
た
時
は
、
集
大
成
と
し
て

全
力
で
四
年
間
取
り
組
ん
で
行
く
表
明
を

し
た
。
現
在
三
期
目
の
任
期
を
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
産
業
団
地
造
成
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
っ
て
い
る
が
、
誘
致
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
少
し
遅
れ
も
出
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
負
の
遺
産
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
責
任
を
持
っ
て
誘
致
が
完
了
す
る
ま
で

頑
張
っ
て
い
く
。
３
月
31
日
に
、
え
び
の

　

質
問　

八
幡
丘
公
園
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
変
更
等
は
な
い
か
。

　

観
光
商
工
課
長　

八
幡
丘
公
園
整
備
基

本
構
想
の
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
意
見
等
を
集
約
中
で

あ
る
。
今
後
、
基
本
・
実
施
設
計
に
反
映

で
き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。
令
和
4
年

度
以
降
の
整
備
予
定
に
変
更
は
な
い
が
、

財
源
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
予
算
確
保
に

難
航
し
て
い
る
。

　

市
長　

市
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
お

り
、最
重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

財
源
確
保
に
努
め
る
。

　

質
問　

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
対
象

か
ら
外
れ
る
4
月
27
日
以
降
に
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
支
援
策
の
検
討
は
。

　

市
長　

何
か
し
ら
の
形
で
サ
ポ
ー
ト
出

来
な
い
か
、
今
後
検
討
す
る
。

　

質
問　

新
し
い
生
活
様
式
に
伴
っ
た
観

市
農
業
協
同
組
合
理
事
会
、
え
び
の
市
商

工
会
会
長
、
え
び
の
地
区
林
業
共
同
組
合

会
長
、
え
び
の
市
観
光
協
会
会
長
、
え
び

の
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
え
び

の
自
衛
隊
後
援
会
会
長
、
小
林
地
区
建
設

業
協
会
え
び
の
地
区
長
の
連
盟
に
よ
る
出

馬
要
請
を
い
た
だ
い
た
。
現
在
コ
ロ
ナ
の

対
応
等
も
あ
る
の
で
早
い
時
期
か
と
思
う

が
出
馬
を
決
断
し
表
明
を
し
た
。

光
資
源
の
ブ※

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
重
要
性

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

市
長　

テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

持
た
せ
、
魅
力
あ
る
観
光
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
や
広
域
観
光
の
構
築
に
努

め
、
新
た
な
観
光
Ｐ
Ｒ
を
検
討
す
る
。

　

質
問　

高
齢
者
施
設
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

面
会
導
入
へ
の
支
援
は
。

　

介
護
保
険
課
長　

国
の
支
援
事
業
は
な

い
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
3
施
設
）
は

企
業
努
力
で
応
じ
ら
れ
て
い
る
。

大きなプロジェクトである産業団地

新しい生活様式を取り入れている
【アウトドアステーションＥＢＩＮＯ】

一 般 質 問

※さらに磨きをかけること。
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蔵園　晴美
議員

松窪　ミツエ
議員

　

い
そ
げ
!!
高
速
道
路
側
道
拡
幅
を

　

長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
の
運
用
を
！

　

質
問　

道
の
駅
か
ら
県
道
京
町
・
小
林

線
に
抜
け
る
高
速
道
路
側
道
拡
幅
に
つ
い

て
以
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
。

　

国
道
か
ら
市
役
所
前
を
通
過
す
る
道
路

は
曲
が
り
角
が
多
く
、
観
光
バ
ス
な
ど
運

転
手
か
ら
不
評
で
あ
る
。
早
期
の
拡
張
が

必
要
だ
。
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

市
長　

整
備
す
べ
き
路
線
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
え
び
の
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定
す
る
と
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
持
ち

込
み
の
際
、「
混
雑
し
て
待
ち
時
間
が
長

く
か
か
る
」
と
の
高
齢
者
の
声
が
あ
る
。

現
状
と
混
雑
対
策
・
混
載
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
又
、
車
両
の
横
づ
け
は

で
き
な
い
か
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し

は
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

財
政
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
経
費
は
、
２
億
５
，４
０
０

万
円
の
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
市
単
独
事

業
及
び
国
・
県
の
補
助
率
が
１
０
０
％
以

外
の
事
業
全
般
に
充
当
し
た
。
こ
れ
は
、

国
の
補
正
予
算
の
対
象
と
な
る
も
の
で
、

国
に
お
い
て
全
額
負
担
し
て
も
ら
え
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

地
方
債
（
借
入
）
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

財
政
課
長　

公
共
事
業
等
の
投
資
的
事

業
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
過

疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
計
画
的
に
行
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
の
公
共
事
業
等
に
つ

い
て
は
見
直
し
も
必
要
か
と
思
う
が
、
経

済
活
動
の
回
復
を
図
る
た
め
の
経
済
対
策

　

市
民
環
境
課
長　

待
機
車
両
の
ご
み
分

別
が
し
て
あ
る
か
確
認
し
て
い
る
。
対
策

と
し
て
計
量
器
造
設
な
ど
大
幅
な
改
修
が

必
要
だ
が
現
状
で
は
厳
し
い
。
一
般
ご
み

と
有
料
ご
み
の
区
別
を
し
、
混
載
を
避
け

て
持
ち
込
む
よ
う
に
広
報
等
で
啓
発
し
て

い
き
た
い
。
車
両
横
づ
け
は
い
い
考
え
だ

が
、
構
造
上
又
安
全
面
か
ら
現
在
の
対
応

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。【
高
齢
者
に
対

し
て
は
丁
寧
な
誘
導
を
し
て
い
く
。】

の
一
面
も
あ
る
。
利
率
の
低
い
政
府
融
資

資
金
の
借
り
入
れ
を
ま
ず
優
先
す
る
。
償

還
は
十
分
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

質
問　

事
業
の
見
直
し
等
は
あ
る
か
。

　

財
政
課
長　

感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ

て
、
す
べ
て
の
所
属
に
お
い
て
予
算
を
執

行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

市
長
の
財
政
へ
の
見
解
は
。

　

市
長　

新
た
な
予
算
計
上
も
出
て
く
る

だ
ろ
う
。
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

改善が求められる美化センター受付

新しく示された中期財政見通し
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中山　義彦
議員

　

市
長
は
市
民
本
位
の
市
政
を
！

　

質
問　

宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
に
関

し
て
、
新
聞
チ
ラ
シ
の
発
行
日
と
自
治
会

へ
の
回
覧
日
、
並
び
に
受
付
開
始
日
と
利

用
期
間
の
日
程
を
示
せ
。

　

観
光
商
工
課
長　

新
聞
へ
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
と
自
治
会
へ
の
文
書
配
布
は
4
月

6
日
で
、
ク
ー
ポ
ン
券
受
付
日
は
4
月
6

日
か
ら
開
始
し
た
。
ま
た
、
利
用
期
間
は

4
月
7
日
か
ら
4
月
30
日
の
間
で
あ
る
。

　

質
問　

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
最
優
先

す
べ
き
な
の
に
、
急
ぐ
こ
と
を
優
先
し

て
、
全
市
民
へ
自
治
会
回
覧
が
回
ら
な
い

う
ち
に
受
付
開
始
し
た
こ
と
や
、
他
の
産

業
と
支
援
時
期
の
点
で
平
等
性
を
欠
い
て

い
る
。
ま
た
、
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に

予
約
さ
れ
て
い
た
と
の
市
民
か
ら
の
情
報

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
は
。

　

市
長　

知
ら
な
い
間
に
名
前
が
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
等
は
調
査
し
て
い
る
。

　

質
問　

田
の
神
さ
ぁ
商
品
券
が
商
工
会

加
盟
店
以
外
で
は
使
え
な
い
と
市
民
か
ら

苦
情
が
出
て
い
る
。
な
ぜ
、
市
内
全
て
の

商
店
等
で
使
え
る
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の

か
。

　

市
長　

商
工
会
へ
は
利
用
店
を
増
や
す

対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。な
お
、宿
泊
ク
ー

ポ
ン
券
も
含
め
、
質
問
で
指
摘
さ
れ
た
課

題
は
今
後
の
施
策
に
生
か
す
。

一 般 質 問

クーポン券のチラシ

吉留　優二
議員

　

コ
ロ
ナ
影
響
へ
の
支
援
策
拡
大
を
!!

　

質
問　

企
業
や
小
規
模
事
業
の
資
金
繰

り
と
雇
用
支
援
に
よ
り
、
倒
産
や
失
業
を

最
小
限
に
抑
え
経
営
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が

肝
要
だ
が
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

給
付
金
や
融
資
制
度
に
よ
る
資

金
繰
り
や
雇
用
支
援
を
商
工
会
や
市
内
金

融
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
く
。

　

質
問　

旅
館
、
宿
泊
、
飲
食
業
へ
の
更

な
る
支
援
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

県
の
事
業
も
含
め
支
援
す
る
。

　

質
問　

林
業
者
へ
の
支
援
対
策
は
。

　

市
長　

地
域
調
整
協
議
会
を
設
置
し
今

後
の
支
援
対
応
策
を
図
っ
て
い
く
。

　

質
問　

商
工
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
委
員
会
と
行
政
が
協
力
し
支
援

策
を
取
る
の
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

き
め
細
や
か
な
対
策
を
創
る
上

で
も
連
携
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

　

質
問　

市
内
花
き
生
産
者
へ
更
な
る
支

援
拡
大
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

畜
産
農
政
課
長　

高
収
益
作
物
、
次
期

作
支
援
な
ど
更
な
る
支
援
を
取
る
。

　

質
問　

農
業
経
営
者
に
利
用
し
や
す
い

資
金
融
資
の
支
援
策
が
必
要
だ
が
。

　

畜
産
農
政
課
長　

農
林
業
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
資
金
、
経
済
変
動
伝
染
病
対
策
資

金
事
業
を
行
い
、
手
続
き
を
簡
素
化
し
審

査
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
う
。

　

市
長
　
５
年
間
の
利
子
を
全
額
補
償

し
、
借
入
時
の
債
務
保
証
も
免
除
す
る
。市民への支援拡大を要請 !!
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一 般 質 問

西原　政文
議員

　

西
郷
耕
地
７
号
線
と
小
田
堂
川
の
改
修
を

　

質
問　

政
府
は
、
検
察
庁
法
改
正
な
ど

国
政
の
私
物
化
が
大
き
い
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

検
察
庁
法
改
正
は
、
批
判
の
中

撤
回
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。　

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
自
粛
と
救

済
保
障
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き
だ
。
持
続

化
給
付
金
の
申
請
と
給
付
が
進
ん
で
い
な

い
、
市
内
関
係
者
の
支
援
の
為
に
実
態
を

確
認
し
市
で
も
窓
口
を
作
る
な
ど
体
制
を

作
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

自
粛
と
救
済
は
、
セ
ッ
ト
が
効

果
は
高
い
と
考
え
る
。
国
の
対
応
は
、
金

額
や
ス
ピ
ー
ド
の
遅
れ
な
ど
様
々
な
意
見

が
あ
る
と
思
う
。
持
続
化
給
付
金
は
、
本

人
が
申
請
す
る
も
の
で
国
の
情
報
開
示
が

な
く
実
情
が
不
明
だ
。
商
工
会
Ｊ
Ａ
が
窓

口
に
な
っ
て
い
る

　

質
問　

国
保
な
ど
皆
保
険
制
度
が
新
型

コ
ロ
ナ
で
有
効
と
言
わ
れ
る
。
病
気
で
も

安
心
出
来
る
よ
う
制
度
を
守
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

最
大
の
感
染
者
、
死
者
数
の
ア

メ
リ
カ
で
も
皆
保
険
制
度
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

質
問　

5
月
13
日
の
豪
雨
の
よ
う
な
大

雨
が
予
想
さ
れ
る
。
西
郷
耕
地
７
号
線
の

改
修
と
変
電
所
近
く
の
小
田
堂
川
の
改
修

整
備
が
必
要
だ
が
、
対
策
を
求
め
る
。

　

建
設
課
長　

豪
雨
対
応
は
、
局
部
的
な

雨
と
考
え
ゲ
ー
ト
の
調
整
を
進
め
関
係
者

と
協
議
す
る
。

改修が必要な西郷耕地7号線と水路

田口　正英
議員

　

早
期
実
現
に
向
け
２
市
１
町
の
首
長
が
動
く
!!

　

質
問　

水
質
改
善
対
策
と
し
て
恒
久
的

な
中
和
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
今
後

県
・
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
の
か
。

　

市
長　

県
主
催
の
硫
黄
山
白
濁
協
議
会

の
中
で
も
合
意
形
成
が
さ
れ
、
ま
た
影
響

の
あ
る
伊
佐
市
、
湧
水
町
の
首
長
と
共
に

川
内
川
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
の
中
で
早

期
実
現
に
向
け
て
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求

め
て
い
く
。

　

質
問　

赤
子
川
水
系
の
影
響
を
受
け
水

稲
の
作
付
が
で
き
な
い
農
家
へ
の
支
援
は

今
後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

水
質
の
改
善
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
が
現
在
の
形
で
支
援
し
て
い
く
。

　

質
問　

水
稲
の
実
験
圃
場
の
設
置
は
。

　

畜
産
農
政
課
長　

県
と
市
が
主
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
内
3
ヶ
所
で

ポ
ッ
ト
栽
培
に
よ
る
生
育
状
況
の
実
験
で

あ
る
。

　

質
問　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
消
毒
作

業
は
教
職
員
、
関
係
者
で
行
う
の
か
。

　

教
育
長　

放
課
後
に
時
間
設
定
を
し
一

日
一
回
以
上
し
て
い
る
。
教
職
員
の
感
染

症
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
新
し
い
学
校

生
活
様
式
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

質
問　

教
職
員
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
行
政
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　

市
長　

今
後
、
教
育
委
員
会
よ
り
支
援

の
相
談
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

今期も作付けできない圃場
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一 般 質 問

竹中　雪宏
議員

 
コ
ロ
ナ
対
策
と
毘
沙
門
の
滝
の
早
期
改
修
を

　

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
国

内
す
べ
て
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
ら
な
い
策
を

提
言
す
る
の
で
、
市
長
会
等
で
議
論
し
、

国
・
県
へ
積
極
的
に
要
望
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
㈠
一
日
も
早
い
特
効
薬
の
研
究
開

発
。
㈡
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
係
り
付
け
の
医

師
の
判
断
に
よ
る
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
等
の
検
査
体
制
の
整
備
。
㈢
入
院
体
制

の
確
立
。
㈣
、
各
自
治
体
で
判
断
し
対
応

で
き
る
交
付
金
の
増
額
並
び
に
創
設
。

　

市
長　

特
効
薬
の
研
究
開
発
に
つ
い
て

は
県
と
連
名
で
要
望
を
出
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い
て
、
重
点
要
望
と

い
う
形
で
６
月
い
っ
ぱ
い
に
取
り
ま
と
め

る
予
定
に
し
て
い
る
。
入
院
体
制
の
確
立

は
、
県
が
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
な
ど
色
々
な

体
制
を
増
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
機
能
す
る
よ
う
に
お
願
い
を
す

る
。
財
政
支
援
「
交
付
金
」
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

質
問　

毘
沙
門
の
滝
は
、
本
市
の
観
光

名
所
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
、
落
石
注
意
で

立
入
禁
止
の
看
板
が
立
て
て
あ
り
本
当
に

危
な
い
。
改
修
の
目
処
は
。

　

市
長　

地
元
の
村
お
こ
し
実
行
委
員
会

で
対
策
案
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
検
討

案
を
基
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。

零細事業者へ支援を

・・・・市内の介護施設や保育所等に市備蓄マスクを配布

金田　輝子
議員

　

早
期
解
決
策
を
望
む
！

　

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
商

工
業
者
へ
の
融
資
制
度
に
対
し
て
、
本
市

は
３
年
間
利
子
を
全
額
補
助
す
る
対
策
が

取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
見
通
し
の
立
た
な

い
現
状
で
は
二
の
足
を
踏
ま
れ
る
事
業
者

も
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
た
め
の

支
援
策
と
し
て
、
最
長
10
年
間
の
利
子
を

全
額
補
助
す
る
施
策
を
提
案
す
る
が
、
市

の
考
え
は
。

　

観
光
商
工
課
長　

こ
の
利
子
補
給
事
業

は
３
年
間
の
補
給
期
間
に
お
い
て
、
債
務

負
担
行
為
を
含
め
て
承
認
さ
れ
た
事
業
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
10
年
間
の
利
子
補
給
と

な
る
と
、
年
を
明
け
る
と
あ
る
程
度
借
り

入
れ
の
実
態
が
わ
か
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
研
究
す
る
。

　

質
問　

産
業
団
地
は
後
７
ヶ
月
で
造
成

が
完
了
す
る
が
、
企
業
と
の
目
途
を
つ
け

て
発
表
す
る
こ
と
を
市
民
は
待
ち
望
ん
で

い
る
。
市
長
も
そ
の
方
向
で
進
め
る
と
の

答
弁
だ
が
期
待
し
て
良
い
も
の
か
伺
う
。

　

市
長　

あ
る
程
度
見
通
し
を
つ
け
具
体

的
に
話
し
を
進
め
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
企
業
と
し
て
も
造
成
が
終
わ

り
次
第
作
り
た
い
と
言
う
部
分
も
あ
る
の

で
、
早
い
時
期
で
の
調
印
式
の
提
案
を
し

て
そ
の
方
向
で
結
び
付
け
て
ゆ
き
た
い
。
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一 般 質 問

上原　康雄
議員

　

危
機
管
理
に
つ
い
て

　
質
問　

公
共
施
設
の
安
全
点
検
が
不
十

分
な
た
め
に
、
市
民
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
事

案
が
発
生
し
た
。
市
長
は
、
職
員
の
危
機

管
理
に
対
す
る
意
識
が
少
し
低
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
市
長
の
危
機
意
識
の
見
解
を

伺
う
。

　

市
長　

私
の
危
機
管
理
意
識
不
足
で
職

員
全
体
へ
の
指
導
、
指
示
が
不
十
分
で

あ
っ
た
。
深
く
反
省
を
し
て
い
る
。
今
後

課
長
会
等
で
今
回
の
案
件
の
重
要
性
、
重

さ
を
伝
え
て
、
危
機
管
理
意
識
の
向
上
に

努
め
る
。

　

質
問　

公
共
施
設
の
安
全
点
検
の
方
法

に
つ
い
て
は
12
月
議
会
で
提
言
を
し
た
。

安
全
点
検
の
見
直
し
等
を
さ
れ
た
の
か
。

　

社
会
教
育
課
長　

毎
月
の
安
全
点
検
と

は
別
に
先
月
か
ら
施
設
毎
に
詳
細
な
点
検

場
所
、
点
検
項
目
を
設
け
た
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
作
成
し
安
全
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
点
検
の
見
落
と
し
等
が
な

い
よ
う
に
、
今
月
か
ら
施
設
を
3
地
区
に

分
け
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
人
を
替

え
て
安
全
点
検
を
実
施
す
る
取
り
組
み
を

始
め
た
。

安全点検チェックシート

令和２年４月臨時会　議案審議結果表
付託
委員会

番号 件　　　名 審査
結果

北

園

小

宮

吉

留

金

田

中

山

遠
目
塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(

義
）

西
原(

政
）

蔵

園

栗

下

報告第　１号 専決処分した損害賠償の額の決定について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　２号
専決処分したえびの市税条例等の一部を改
正する条例の承認について

原案
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　３号
専決処分したえびの市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の承認について

原案
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　４号
専決処分した令和元年度えびの市一般会計
予算の補正（第９号）の承認について

原案
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　５号
専決処分した令和元年度えびの市一般会計
予算の補正（第１０号）の承認について

原案
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　６号
専決処分した令和２年度えびの市一般会計
予算の補正（第１号）の承認について

原案
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 31号 損害賠償の額を定めることについて 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算審査
特別委員会 議案第 32号

令和２年度えびの市一般会計予算の補正
（第２号）について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　1．議案等
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令和２年５月臨時会　議案審議結果表

令和２年６月定例会　議案審議結果表

付託
委員会 番号 件　　　名 審査

結果

北

園

小

宮

吉

留

金

田

中

山

遠
目
塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(
義
）

西
原(
政
）

蔵

園

栗

下

報告第　７号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　８号 専決処分したえびの市税条例の一部を改正
する条例の承認について

原案
承認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第　９号 専決処分した令和２年度えびの市一般会計
予算の補正（第３号）の承認について

原案
承認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 10号 専決処分した令和２年度えびの市一般会計
予算の補正（第４号）の承認について

原案
承認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算審査
特別委員会 議案第 33号 令和２年度えびの市一般会計予算の補正（第

５号）について
原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

付託
委員会

番号 件　　　名 審査
結果

北

園

小

宮

吉

留

金

田

中

山

遠
目
塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(

義
）

西
原(

政
）

蔵

園

栗

下

報告第 11号 令和元年度えびの市産業団地整備事業特別
会計継続費繰越計算書について ー 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 12号 令和元年度えびの市一般会計繰越明許費
繰越計算書について ー 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務教育 議案第 34号 えびの市監査委員条例の一部改正について 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 35号 えびの市使用料及び手数料条例の一部
改正について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 36号 えびの市重度心身障害者医療費助成に
関する条例の一部改正について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 37号 えびの市国民健康保険条例の一部改正に
ついて

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 38号 えびの市介護保険条例の一部改正について 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務教育 議案第 39号 えびの市体育館条例の一部改正について 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算審査
特別委員会 議案第 40号 令和２年度えびの市一般会計予算の補正

（第６号）について
原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算審査
特別委員会 議案第 41号 令和２年度えびの市一般会計予算の補正

（第７号）について
原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 42号 令和２年度えびの市国民健康保険特別会計
予算の補正（第１号）について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業厚生 議案第 43号 令和２年度えびの市介護保険特別会計予算
の補正（第１号）について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 44号 えびの市国民健康保険税条例の一部改正に
ついて

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 45号 えびの市介護保険条例の一部改正について 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 46号 令和２年度えびの市一般会計予算の補正
（第８号）について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　2．議員提出議案等

議員提出
議案第１号 議員定数等調査特別委員会の設置について 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　3．委員会提出議案等

委員会提出
意見書案第６号 社会資本の整備促進を求める意見書 (案 )

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　1．議案等

　1．議案等

○議案等に対して賛成　　●議案等に対して反対　　欠：欠席　　−：棄権　　╱：議長は採決に加わりません。
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今年の夏は熱中症予防と
新型コロナウイルス感染防止の心得を

熱中症を予防しましょう！

Q：熱中症とは・・・
A：�高温多湿な環境に
体が適応できず引
き起こされる体の
不調のこと

Q：熱中症はどうして起こるの・・・
A：�気温が高い環境で、体内の水分や
塩分のバランスが崩れたり、体温
調節機能がうまく働かないことに
より発症します。

乳幼児の特徴
◦��乳幼児は身長が低く、ベビーカーに座っていることもあ
り、地面の照り返しの熱で大人が感じるよりも暑い環境
になっています。
◦�乳幼児は汗腺の発達や血圧、体温
の調整機能が未熟なため、身体に
こもった熱をうまく発散できませ
ん。
◦�遊びに熱中していたり、眠ってい
たりするときは暑さに気づかずに脱水症状がおこる可能
性があります。特に乳児は自ら水分補給や衣類の調節が
できません。
◦�身体の水分量が大人より多い乳幼児は、脱水症状を起こ
しやすく、わずかな時間で熱中症を発症し、大人より早
く脱水症状が悪化していきます。

予防のポイント
◦�こどもの様子をよく観察し、身体があ
つくないか、顔がほてっていないか、
唇がかわいていないか、おしっこ量が
減っていないか、ひどく汗をかいてい
ないか、だるそうにしていないか等に
注意しましょう。
◦�いつでも水分をとれるように気配りを
してあげましょう。特に、外出、入浴
昼寝の前後には水分補給を。また、き
ちんとした食事をとることは水分と塩
分の補給になります。
◦�穏やかな気温の日でも、少しの時間で
も絶対にこどもを車内に置き去りにし
ないこと。

大丈夫ですか？　災害時の避難の心がけ！
新型コロナウイルスで避難の方法が変わりました。

・分散避難になります。
・避難所での新型コロナウイルス感染症対策
　＊避難所の受付で必ず消毒とマスクを着用し検温を実施します。
　＊万が一感染が疑われる症状が確認された場合は、別の避難所へ移動していただく場合があります。
　＊避難者の居住スペースが密にならないように、隣の人との間隔を空けて過ごしていただきます。

　避難所の想定収容人数が、これまでの３分の１以下になると考えています。そのため、分散避難ができるか、
安全な親戚・知人宅に避難することも念頭に置いて、事前に十分なご検討をお願いします。ただし、災害か
ら命を守るために、開設している避難所へ緊急的に避難してきた方は、可能な限り受け入れますので、マス
ク着用などの感染防止対策、風邪症状がある場合の申し出を必ずお願いします。また、避難所での感染リス
クを下げるための対策を徹底しています。
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「新しい生活様式」に応じた熱中症予防行動のポイント

１、�マスク着用時、強い負荷の作業や運動を避け、のどが渇いていなくても、こまめに
水分を補給しましょう。

２、屋外で人との十分な距離（２ｍ以上）が確保できれば、マスクを外しましょう。

３、暑さを避けましょう。
　　（エアコン使用時、換気とともにこまめな温度調節を）

４、日頃から健康管理をしましょう。
　　（�体温測定、健康チェックを行い、体調が悪いと感じた時

は、無理せず自宅で静養を）

５、暑さに備えた体を作りましょう。
　　（�日頃から暑さに負けない体力づくりを。睡眠・休養を十分に、肉、魚、卵、大豆

製品などのたんぱく質で疲労回復を。野菜や海藻でビタミン・ミネラル補給を。）

６、その他
　　�３密（密集・密接・密閉）を避けつつも、熱中症になりやすい高齢者、子ども、障

がい者の方々などへの目配り、声かけをするようにしましょう）

主な症状

軽　症
めまい立ちくらみ
手足がしびれる
こむらがえり

中　症
頭ががんがんする（頭痛）

吐き気がする
体がだるい（倦怠感）

重　症
全身のけいれん
体が熱い
食欲がない

給付金サギ（詐欺）に注意 !!大切な医療機関を守りましょう !!

○�医療機関を守るために、風邪症状や発熱が続
いているなどの場合は、まず「新型コロナウ
イルス感染症健康相談センター」に相談を

（０９８５−７８−５６７０）

○�すぐにかかりつけ医療機関を受診したいとき
には、事前に医療機関にお電話を。

　併せて、医療従事者、感染者対策従事者など第一線
で戦っている方々を、デマに惑わされることなく、差
別や偏見を持たずに応援しましょう。

絶対に教えない！渡さない！
「暗証番号」「通帳・口座番号・キャッシュ
カード」「マイナンバー」の詐欺に注意し
てください！

　　　　おかしいなと思ったら
　　　　心配なことがある場合は

相談窓口　えびの警察署
☎０９８４−３３−０１１０
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社会資本の整備促進を求める意見書

　南海トラフ地震等の大規模地震、えびの高原（硫
黄山）等の火山噴火災害や気候変動に起因して頻
発化、激甚化する自然災害に対し、国民の生命・
財産を守ることのできる安全安心な社会を確実に
実現していくためには、防災・減災、国土強靱化
の取組を、更なるスピード感を持って集中的に進
めていくことが求められる。
　また、生産年齢人口が減少する中、経済成長や
地域経済の活性化を牽引するためには、生産性の
向上や民間投資の誘発、インバウンドを含めた交
流人口や雇用の増加など、ストック効果が高い社
会資本を計画的に整備する必要がある。
  この様な中、中山間地域に属する本市において
は、高速道路をはじめとする幹線道路、農畜産業
及び林業生産基盤、河川、砂防施設などの整備が
遅れている。このため、社会資本の整備を戦略的
になお一層の計画性を持って進めることで、南
海トラフ地震やえびの高原（硫黄山）等の火山噴
火災害などの大規模自然災害への備えを確実に進
め、生産性向上等によるストック効果の発現を早
期に、着実に得ていくことが不可欠である。
　一方で、我が国では、高度経済成長期以降に整
備したインフラが一斉に老朽化し、今後、施設の
維持管理や更新に必要な経費が増大することが見
込まれるため、計画的な予防保全を積極的に取り
入れた効率的な老朽化対策を推進していくことが
求められる。
　更に、社会資本整備や安全安心な社会づくりを
担う建設産業が、担い手を安定的に確保し、育成
していくためにも、社会資本整備が計画的に進め

られることは極めて重要である。
  よって、国においては、次の措置を講じるよう
強く要望する。

記

１�　防災・減災、国土強靱化や老朽化対策をはじ
めとする社会資本整備が計画的に、着実に実施
できるよう、中長期的に必要な投資規模等を社
会資本整備重点計画に明示し、予算を安定的・
持続的に確保するとともに、地方負担分につい
ては地方財政措置を的確に行うこと。

２�　補助事業、社会資本整備総合交付金、土地改
良事業予算等については、道路や農業基盤の整
備、防災対策、河川改修、土砂災害対策、各施
設の老朽化対策など、地域の実態に鑑み予算を
重点配分すること。

３�　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、
国の地方支分部局、とりわけ地方整備局及び河
川国道事務所・出張所の人員体制の維持・充実
を図ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書
を提出する。

　令和２年６月１９日

　　　　　　　　　　　宮崎県えびの市議会
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